
【授業改善以外の学力向上の取組】

・一人一人が認められ、自尊感情が高められる共感的な学級経営・集団づくり
・生徒指導の3機能、人権尊重の3視点を意識した授業実践
・単元末テストにおける誤答分析
・読書指導
・小中一貫教育の学習系統表に沿った「学習の約束」の徹底

「自分の考えを書くことができた」と回答する児童を93％以上にする（児童アン
ケート）。「友だちの話をしっかり聴くことができた」と回答する児童を95％以上
にする（児童アンケート）。

・「多様な場面で、自分の考えや思いを書く活
動を取り入れ、『視点を示す・ワークシートの
工夫・板書とノートの一体化』など手立てを工
夫して指導できた」と回答する教職員90％以
上（教職員アンケート）。

・ペアトークやグループ・全体交流において多
様な対話方法（付箋紙やICT機器など）や発
言をつなぐ工夫を取り入れながら「聴く」活動
ができたと回答する教職員90％以上にする
（教職員アンケート）。

・「お子さんは『授業が分かりやすく
楽しい』と思っている」と回答する保
護者を95％以上にする。

〈検証指標〉

学力に関する達成指標

・「授業が分かりやすく楽しい」と回答する児童を95％以上にする。
・単元末テストの上位層（90％以上）の割合を60％以上にする。

今後の
具体的
な取組

【授業改善】 【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉

〈授業改善テーマ〉
 考えや思いを伝え合い（書く・聴く・話す）、自分の見方・考え方を深めていく力の育成
〈授業改善の重点〉
必然性のある課題設定、板書の工夫、考えや思いを伝え合う工夫

〈取組内容〉 〈取組内容〉 〈家庭・地域の取組内容〉
・必然性のある課題の設定
・考え及び根拠、学習の振り返りを
書く時間の確保
・自分の言葉でまとめる

・スモールステップの時間の設定
や、多様な対話方法の工夫

・家庭学習の習慣化、取組の徹底
　学習時間　学年×10＋10分
・内容の工夫（宿題の個別対応）
・やりなおしの徹底

〈取組指標〉 〈取組指標〉 〈家庭・地域の取組指標〉

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）

・「聴く」活動については９４％以上の児童ができていると回答したが、「話す」活動については８６％とやや低い数値となっている（教職員
アンケートも同様）。新型コロナウイルス感染症拡大の影響も考えられるが、今後工夫した取組が必要と考える。
・「書く」活動については、記述式問題の正答率が低かったり、個人差が大きかったりするため、今後も記述力を高める工夫が必要である。

指導
の

状況

１ 組織的な授業改善の取組状況

・「自分の考え」「その根拠・理由」などパターンを決めて、「話す」活動・「書く」活動を学習活動の中に取り入れている。
・既習事項を共有し、課題に対しての「考え」「学習の振り返り」を書く時間の保障を行っている。
・ペア活動やグループ活動を効果的に取り入れ、考えを表現・交流する場の設定を行っている。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況

・語彙を増やし、想像力を育むために読書時間の確保に努めている。音読ワーク「話す・聞くスキル」等の活用。
・スピーチタイムを設定し、話す機会を持たせている。また、日記等書く活動を定期的に取り入れている。
・基礎学力の定着のため、保護者と協力して毎日の家庭学習に取り組ませている。

児童
生徒
の

課題

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題 　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

　県学力調査（5年）で国語・算数・理科、全国学力調査（6年）で国
語・算数・理科において県平均、全国平均を上回っている。
・基礎的・基本的な問題については概ね定着している。
・文章を書く力を付けていく必要がある。

・生活・学習習慣は良好という児童が多かった。少数ではある
が改善が必要な児童もいるため、今後の課題としてとらえ、取
り組んでいく。

【別紙様式１】
大分市立西の台小学校　学力向上プラン１（８月）

学力状況について 学習状況について

学校教育
目標

夢と希望に向かって「邁進」する西の台っ子の育成　～チーム西の台　One for all, All for one～

育成を目指す
資質・能力                                                 確かな学力の育成

取組番号⑤


